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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は微小管関連タンパク質タウ（MAPT）をコードしており、その転写産物は複雑かつ制御された選択的スプライシングを受け、複数のmRNA種を生成します。MAPT転写産物は、神経細胞の成熟段階やニューロンの種類に応じて、神経系において異なる発現を示します。MAPT遺伝子の変異は、アルツハイマー病、ピック病、前頭側頭型認知症、大脳皮質基底核変性症、進行性核上性麻痺など、いくつかの神経変性疾患と関連付けられています。[RefSeq提供、2008年7月]、代替製品：追加のアイソフォームが存在するようです。アイソフォームは、15個のエクソンのうち最大5個の有無によって互いに異なります。
	研究分野
	MAPK_ERK_Growth;MAPK_G_Protein;アルツハイマー病;
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	タウ（リン酸化Ser422）抗体を用いたパラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学染色。右の写真はリン酸化ペプチドでブロッキングした状態。
	

	マウス脳ライセートのTau（リン酸化Ser422）抗体を用いたウェスタンブロット解析。左のレーンはリン酸化ペプチドでブロッキングされている。

